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金剛山減遭難対策看板取付け事例 2025.3.17

金剛山系の勝手道での道迷い、滑落遭難などの事故防止を目的に、2024年度の活動として看板の取り付けを行った。

場所は、事故多発箇所の一つである「ツツジオ谷」「妙見谷」に至る分岐点を中心に、新たに6カ所設置した。

尚、看板デザインは大阪府主宰「金剛山安全対策推進連絡会」の啓発看板に準拠し、発行主体をＪＭＳＣＡに差し替えた。
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金剛山減遭難対策看板取付け場所

（公社）日本山岳・スポーツクライミング協会・（一社）大阪府山岳連盟

2025.3.17

R3-4
J25-01

J25-02

J25-03

J25-05

J25-06

J25-07 N34,24,44.2  E135,39,47.6

文珠尾（ババ谷方面）から妙見尾勝手道下り分岐
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R3-4 金剛山安全対策推進連絡会名

金剛山減遭難対策看板取付け位置 2025.3.17

タカハタ道上り入り口

J25-01 N34,25,16.0  E135,39,15,7

タカハタ道・松の木尾根上り分岐の先

J25-02 N34,25,14.4  E135,39,24.2

タカハタ道・腰折滝への上り取付き

J25-06 N34,25,13.4  E135,40,0.0

松の木尾根からツツジオ谷に通じる下り分岐

J25-05 N34,25,14.8  E135,39,55.4

松の木尾根からタカハタ道に通じる下り分岐

J25-03 N34,25,15.4  E135,39,36.7

松の木尾根から越折滝に通じる下り分岐
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